
第２５２回教育研究評議会議事要録 

 
１．日 時  平成２７年１２月２２日（火） １３：３０～１６：００ 

２．場 所  事務局 第２会議室 

３．出席者  中井学長、功刀副学長、神子副学長、千葉副学長、小沢副学長 

       千葉人間発達文化学類長、朝賀評議員、松下評議員、 

       久我行政政策学類長、田村評議員、鈴木評議員、 

       真田経済経営学類長、阿部評議員、佐野評議員、 

       二見共生システム理工学類長、山口評議員、佐藤評議員、 

小島統括学系長、中村事務局長 

       【オブザーバー】高橋監事、平山監事 

４．欠席者  三浦副学長 

 
５． 

審議事項 

１． 中期目標についての意見（原案）及び中期計画案について  資料１ 

２． 教員人事について       資料なし 

 

報告事項 

１． 平成２７年度「年度計画」の中間報告について   資料２ 

２． 就業規則の制定等について      資料３ 

３． 他大学等における研究不正事案の公開について   資料４ 

４． 平成２８年度科研費申請状況について    資料５ 

５． 学内諸規則等の制定について（廃止措置研究・人材育成推進室要項）資料６ 

６． サンフランシスコ州立大学（米国）との学生交流協定締結について 資料７ 

７． 人間発達文化学類と棚倉町教育委員会との連携・協働に関する協定の締結について 

資料８ 

８． 再生可能エネルギー寄附講座の設置について   資料９ 

９． うつくしまふくしま未来支援センターの支援活動状況等の報告について 

         資料１０ 

１０．その他 

  ・「大学及び大学教員の教育活動に関する実態調査」回答依頼について 

 

【確認事項】 

第２５１回教育研究評議会議事要録を原案のとおり確認した。 

 



【審議事項】 

（１）中期目標についての意見（原案）及び中期計画案について 

   中井学長から、資料１に基づき、第３期中期目標・中期計画（素案）について、

修正等は求められなかったが、平成２７年度「地（知）の拠点大学による地方創生

推進事業（COC+）」採択等により、素案の記載内容を変更する必要があり、追加と

修正について提案があった。 

審議の結果、原案のとおり承認された。 

各学類教員会議へ、教員控室に資料掲示の上、報告することとした。 

 

（２）教員人事について 

中井学長から、「国立大学法人福島大学職員任免規程」第２０条の規定に基づき、

人間発達文化学類教員１名の休職の延長と経済経営学類教員１名の休職について

提案があった。 

また、千葉人間発達文化学類長と真田経済経営学類長から、休職延長の事由や期

間について説明があった。 

審議の結果、原案のとおり承認された。 

各学類教員会議へ、口頭報告することとした。 

 

【報告事項】 

（１）平成２７年度「年度計画」の中間報告について 

   功刀副学長から、資料２に基づき、平成２７年度「年度計画」の９月末時点の中

間報告について概要の説明があった。あわせて各部局長から課題や進捗状況等につ

いて報告があった。 

   共通教育の見直し案の報告時期に関する質問に対し、神子副学長から、１１月に

第２次案を策定したが、まだ不十分なため引き続き検討しているとの説明があった。 

各学類教員会議へ、教員控室に資料掲示の上、報告することとした。 

 

（２）就業規則の制定等について 

 功刀副学長から、資料３に基づき、第２５１回教育研究評議会（11 月 24 日開催）

で報告した年俸制（業績評価制度）にかかる就業規則の制定及びマイナンバー制度

にかかる就業規則の一部改正について、過半数代表からの意見を踏まえ第３８１回

役員会（平成 27年 12 月 14 日開催）において承認された旨の報告があった。 

各学類教員会議へ、教員控室に資料掲示の上、報告することとした。 

 

（３）他大学等における研究不正事案の公開について 

   千葉副学長から、資料４に基づき、新しい研究不正ガイドラインに基づいて文部

科学省のホームページに公表された研究不正の事例について報告があった。併せて、



研究不正を起こすことは研究者自身の研究生命はもちろんのこと、調査に膨大な時

間を要し、大学評価にも甚大な影響を与えるため、各学類教員会議において、再度

周知願いたい旨の発言があった。 

各学類教員会議へ、教員控室に資料掲示の上、報告することとした。 

 

（４）平成２８年度科研費申請状況について 

   千葉副学長から、資料５に基づき、平成２８年度科研費申請状況の概要について、

新規申請件数が過去最多タイであること、申請件数が過去最多であること等の説明

があった。 

各学類教員会議へ、教員控室に資料掲示の上、報告することとした。 

 

（５）学内諸規則等の制定について（廃止措置研究・人材育成推進室要項） 

   千葉副学長から、資料６に基づき、文部科学省により推進されている国家課題対

応型研究開発事業「英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業 廃止措置

研究・人材育成等強化プログラム」において、昨年度、本学共生システム理工学類

高貝慶隆准教授の提案課題（分析技術者の育成及び廃炉措置を支援加速する研究開

発）がフィージビリティ採択を受け、大学全体として廃炉に向けた取組を推進・実

施する体制を整えるため、廃止措置研究・人材育成推進室設置に関する要項を制定

したことについて報告があった。 

各学類教員会議へ、教員控室に資料掲示の上、報告することとした。 

 

（６）サンフランシスコ州立大学（米国）との学生交流協定締結について 

   小沢副学長から、資料７に基づき、サンフランシスコ州立大学（米国）との学生

交流協定の締結について、報告があった。 

各学類教員会議へ、教員控室に資料掲示の上、報告することとした。 

 

（７）人間発達文化学類と棚倉町教育委員会との連携・協働に関する協定の締結について 

   千葉人間発達文化学類長から、資料８に基づき、教育上の諸課題に対応し、相互

に連携・協働するため、棚倉町教育委員会との協定を締結することについて報告が

あった。 

各学類教員会議へ、教員控室に資料掲示の上、報告することとした。 

 

（８）再生可能エネルギー寄附講座の設置について 

   二見共生システム理工学類長から、資料９に基づき、ふくしま未来研究会及び福

島県建設業協会福島支部会員企業からの寄附金による「再生可能エネルギー寄附講

座」設置の概要について報告があった。 



各学類教員会議へ、教員控室に資料掲示の上、報告することとした。 

 

（９）うつくしまふくしま未来支援センターの支援活動状況等の報告について 

   中田うつくしまふくしま未来支援センター長から、資料１０に基づき、うつくし

まふくしま未来支援センターの平成２７年度の支援活動状況等について報告があ

った。 

各学類教員会議へ、教員控室に資料掲示の上、報告することとした。 

 

（１０）その他 

   ・神子副学長から、文部科学省から１２月１５日付で依頼のあった「大学及び大

学教員の教育活動に関する実態調査」について、各学類で数名の教員に回答をお

願いしてほしい旨の依頼があった。 

 


